
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
統
計 

大
鶴
地
区 

町名 大鶴地区 鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 

人口 1322（-１） 88（0） 91（0） 202（0） 237（0） 172（0） 199（0） 333（-1） 

世帯 534（+1） 42（0） 34（0） 78（0） 109（+1） 78（0） 72（0） 121（0） 

    
※データは日田市 HP より令和１年１２月３１日現在 ()は前月比 

 

大
鶴
公
民
館
自
主
学
習
教
室
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
た
「
上
宮
太
鼓
」

の
皆
さ
ん
よ
り
、
活
動
の
休
止
に
伴

い
、
太
鼓
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

活
動
休
止
は
残
念
な
こ
と
で
す

が
、
多
く
の
方
に
太
鼓
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
活
用
し
た
い
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
公
民
館
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 
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日田市大鶴公民館 

大鶴本町８７０ 

電話 ２８－２８４６ 

ＦＡＸ ２８－２１２２ 

防 災 標 語  災 害 時  人 命 つ な げ る  地 域 の 輪 

大
鶴
公
民
館
が
静
修
小
学
校
跡
地
に
移
転
し
て
初
め
て
玄
関
に
大

き
な
「
門
松
」
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
３
面
に
記
事
あ
り 

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定 

 

１
月 

・
１９
日
（
日
）
１０
時
～ 

 
 

子
育
て
サ
ロ
ン 

 

・
２４
日
（
金
）
午
前
中 

 
 

食
推
協
料
理
教
室 

 

・
２４
日
（
金
）
１３
時
半
～ 

 
 

公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

 
 

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
は
22
日 

 
 

 

・
２５
日
（
土
） 

大
明
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室 

ス
キ
ー 

 

・
２７
日
（
月
）
１０
時
半
～ 

 
 

静
修
そ
ば
う
ち
道
場 

 

・
２９
日
（
水
）
１０
時
～ 

 
 

男
性
料
理
教
室 

２
月 

・
１０
日
（
月
）
９
時
半
～
１２
時 

 
 

市
県
民
税
申
告
相
談
会 

 

・
１３
日
（
木
） 

 
 

公
民
館
運
営
員
委
員
会 

「
視
察
研
修
」 

 

・
１５
日
（
土
）
１９
時
半
～ 

 
 

大
鶴
地
区
防
災
講
演
会 

 

・
２３
日
（
日
） 

 
 

大
鶴
公
民
館
ま
つ
り 

 
 

 
１２
月
２５
日
に
夜
明
公
民
館
に
て
ミ
ニ
門
松
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
は
１
個
で
し
た
が
今
年
は
１
対
（
２
個
）
作
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
作
業
も
２
倍
に
な
り
ま
し
た
が
、
５
・
６
年
生
は

昨
年
の
経
験
を
活
か
し
、
時
に
は
４
年
生
に
教
え
た
り
し
な
が
ら
、
竹

を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
っ
た
り
、
シ
ュ
ロ
紐
で
し
ば
っ
た
り
、
飾
り
付
け
を

し
た
り
と
頑
張
り
、
立
派
な
門
松
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
か
ら

も
好
評
で
来
年
も
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。 

今
回
、
ミ
ニ
門
松
作
り
を
行
う
に
あ
た
り
、
大
鶴
地
区
集
落
支
援
員

の
梶
原
さ
ん
に
孟
宗
竹
の
切
り
出
し
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

当
日
は
、
夜
明
地
区
の
方
５
名
と
、
櫻
木
校
長
先
生
に
も
準
備
・
指
導

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  作り終わった後は、夜

明のとり飯と豚汁をみん

なで食べました。皆で食

べるごはんはとても美味

しいですね。 

 

のおしらせ 

1 19 日 10 12

「九州北部豪雨被災後の 
地域の取組と災害記録集作成」 

・NPO 法人日迎の里 理事長 ・白木地区復興支援協議体 代表  

・杷木ボランティアの会代表・朝倉市に小水力発電を進める会 など  

2 15 土  19 30

 

 

大
鶴
公
民
館
ま
つ
り
の
出
演
・
出

店
の
申
込
み
が
１
月
２０
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
忘

れ
ず
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
申
込
用

紙
は
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
公

民
館
に
も
あ
り
ま
す
。
自
主
学
習
教

室
の
方
も
提
出
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

大鶴公民館まつり 2 月 23 日(日)開催！出演・出店申込みは 1 月２０日までです。お忘れなく！ 

  
 



 

題
解
決
の
た
め
に
も
公
民
館
へ

熟
議
を
し
、

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
同
時
に
こ
の
よ
う
な

大
い
に
公
民
館
を
利
用
し
て
AI
に
な
い

感
性
や
思
い
や
り
・
共
感
な
ど
を
得
て
、
地

域
の
絆
を

こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
世
界
で
ド
ロ
ー
ン
兵
器
や
AI
兵

器
が
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
平
和
の
時
代

が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

  

 

１２
月
２１
日
に
大
鶴
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
有
志

の
方
が
集
ま
り
、
公
民
館
の
玄
関
に
門
松
の
設
置
を

行
い
ま
し
た
。
静
修
小
学
校
跡
地
に
移
転
し
て
か
ら

初
め
て
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
の
作
成
で
し
た
が
見
事
な
門
松
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
作
っ
て
く
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
松
、
竹
、
梅
、
南
天
、
土
台
と
な
る
オ
イ
ル
缶
、

古
タ
イ
ヤ
を
地
域 

の
方
が
快
く
提
供 

し
て
下
さ
い
ま
し 

た
。
皆
さ
ん
の
思 

い
の
こ
も
っ
た
門 

松
で
新
年
を
迎
え 

る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。
ご
協
力
し 

て
下
さ
っ
た
皆
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

大鶴の年末を彩る静修紫雲台による「クリスマスイ

ルミネーション」が１２月２１日から１月３日まで

開催されました。初日の２１日にはオリンピックに 

ちなんだ点灯式や子ども達へのお 

菓子のプレゼント、特製ビーフシチ 

ューの無料配布が行われ、多くの人 

で賑わいました。 

１
月
１２
日
（
日
）
パ
ト
リ
ア
日
田
に
て
、
令
和
２
年
日
田

市
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成
人
５
３
７
名
（
男
性
２
９
０
名
、

女
性
２
４
７
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
鶴
地
区
か
ら
は
１０

名
が
参
加
し
、
森
嶋
紅
子
さ
ん
が
式
典
全
体
の
司
会
を
立
派

に
務
め
、
ま
た
矢
野
玲
佳
さ
ん
が
大
鶴
地
区
代
表
と
し
て
原

田
市
長
よ
り
成
人
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

新
成
人
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

大
鶴
地
区
成
人
式
参
加
者 

（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

・
梶

原

杏

樹 

・
森

嶋

紅

子 

・
江

添

直

哉 

・
藤

田

快

飛 

・
梶

原

 

樹  

・
矢

野

玲

佳 

・
山

下

温

人 

・
山
本
香
里
朱 

・
梅

原

和

也 

・
江

藤

 

雅 

平
成
１１
年
４
月
２
日 

～
平
成
１２
年
４
月
１
日
生
ま
れ  

        

１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
は
・
・ 

【
流
行
語
】
雑
草
魂
、
ブ
ッ
チ
ホ

ン
、
リ
ベ
ン
ジ
、
カ
リ
ス
マ
、2000

年
問
題
、
だ
ん
ご
３
兄
弟 

な
ど 

【
出
来
事
】
携
帯
・PH

S

の
電
話
番

号
が
１１
桁
に
、
ダ
イ
エ
ー
が
パ
リ

ー
グ
優
勝
＆
日
本
一
、
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
馬
場
死
去
、
厚
底
靴
が
人
気 

【
ヒ
ッ
ト
商
品
】
ア
イ
ボ
、
フ
ァ
ー

ビ
ー
人
形
、iBO

O
K

、
ダ
ン
ス
ダ
ン

ス
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

な
ど 

【
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
】
五
体
不
満
足

（
乙
武
洋
匡
）
、
本
当
は
恐
ろ
し
い

グ
リ
ム
童
話
・
・
・ 

な
ど 

 

 

１２
月
２３
日
に
学
習
成
果
の
地
域
へ
の
還
元
と
、
地

域
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
「
そ
ば
う

ち
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
道
場
生
が
子
ど
も
達

に
教
え
な
が
ら
一
緒
に
そ
ば
粉
を
こ
ね
て
作
り
上
げ

ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
お
そ
ば
は
、
と
て
も
美
味
し

く
、
子
ど
も
達
は
沢
山
お 

か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。 

   

そ
ば
う
ち
道
場
参
加
者
募
集
中
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
！ 

 勇 気 こ そ  差 別 の 氷  溶 か す 熱 大鶴公民館 HP http://hita-k.org/ootsuru  E-mail otsuru-k@hita-net.jp ☎ 22-2846 
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           加
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し 

て
き
ま
す
。 

 
と
こ
ろ
で

、
こ
の
よ
う
な 

様
々
な
課
題
解
決
法
と
し
て
、 

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）

と 

呼
ば
れ
る

の
実 

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 、

人
の 

社
会
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
「
狩
猟 

社
会
1.0
」
か
ら
「
農
耕
社
会
2.0
」 

「
工
業
社
会
3.0
」
「
情
報
社
会
4.0
」
と
変

わ
り
、
次
の

を
意
味
し
て
い

ま
す
。
左
下
図
の
よ
う
に

・
ロ

ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
・

な

ど
を
活
用
し
た
社
会
で
す
。 

 
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
、
大
鶴
公
民
館
へ
の
ご
愛
顧
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
最
も

身
近
な

で
あ
る
と
同
時

に
、、

と
し
て
の
役

割
が
以
前
よ
り
強
く
期
待
さ
れ
る
も
の
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
常
日
頃
の

で
あ
る
地
域
で
は
、
自
然

災
害
等
に
よ
る
被
災
時
に
も
住
民
主
体
で

の

に
進
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
な
ど
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

一
層
利
用
し
や
す
い
活
発
な
大
鶴
公
民
館

で
あ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
「
地
域
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら

新
春
に
当
た
り
、

に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
大

鶴
地
区
の
近
未
来
の
大
き
な
課
題
は
、
図

１
・
２
で
わ
か
る
と
お
り

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
在

の
状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
の
２
年
間

は
、
年
平
均
約
50
名
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
日
田
市
の

は
、

図
２
か
ら
分
か
る
と
お
り

に
な

り
ま
す
が
、
大
鶴
地
区
は
、
も
っ
と
人
口

減
の
割
合
は
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。 

で
す
か
ら
、
10
・
20
年
後
の
大
鶴
地
区

の
農
業
や
地
域
の
伝
統
行
事
等
の
担
い
手

の
減
少
、
一
人
親
世
帯
や
空
き
家
等
の
増 

ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
に
向
け
た
社
会
構
造
の
変

化
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
南
で

は
完
全
自
動
運
転
の

試
験
や

大
分
市
で

の
試
験
運
転
な
ど

が
行
わ
れ
て
お
り
、
12
月
の
大
分
合
同
新
聞

で
は
中
津
市
三
光
の
農
地
で
、
農
業
担
い
手

の
減
少
対
策
や
省
力
化
に
備
え
、
先
端
技
術

を
活
用
し
た

実
演
研
修
会
が

あ
り
、

や

の
実
技
が
あ
っ
た
と
紹
介
さ 

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

『
今
年
のは

「

：
頭
脳
」 

「

：
目
（
映
像
）
」「

： 

神
経
（
通
信
）
」
に
よ
る

で
行
う
』
な 

ど
の
記
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、 

信
じ
ら
れ
な
い
速
さ
で
技
術 

革
新
が
進
展
し
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
ス
マ
ー
ト
フ 

ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
を
始
め
、 

ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー 

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
（
AI
ス
ピ
ー 

カ
ー
）
な
ど

 

と
冠
の
つ
い
た
言
葉
を
最
近 

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
日
本
語 

に
す
る
と

と
い
う 

意
味
で
す
。 

国
は
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
を 

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
大
鶴 

地
区
と
し
て
は
、
せ
め
て 

『

』
を
目
指
し
、
地
域
や 

個
々
が
こ
の
よ
う
な

に
対
応
す
る
力
を
身
に 

付
け
る
た
め
に
も
、
ま
た
課 

 2019 年 3 月 31 日現在 
国立社会保障 人口問題研究所 

出典：内閣府 HP（ ） 


